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　1. 研究背景・目的
ECサイトで扱われる各商品には，一般に機能や色，素材
などの属性，商品画像，商品説明文が用意されており，顧客
はそれらを参照して購入を検討する．特に，視覚情報による
イメージは顧客の大きな判断材料になり得るため，商品画像
が与える印象は重要である．そのため，近年高度に発展した
深層学習系のモデルを援用して，効果的な商品画像を生成す
る試みも行なわれている．例えば，従来の分析手法 [1]を用
いれば，具体的な属性を複数指定した商品画像を生成するこ
とができる．しかし，顧客ニーズの中には具体的な属性だけ
では表現しきれない抽象的なニーズが存在するが，従来手法
では顧客の望む抽象的なイメージを再現できない可能性があ
る．ここで，商品説明文には「かわいい」「上品」などの商
品に対する抽象的なイメージを表す単語が含まれている場合
が多い．これらのことから，商品説明文に表現されるような
各商品の抽象的な要素が商品画像に与える影響のモデル化が
できれば，顧客のニーズにより合致する商品画像の生成が可
能になると期待できる．さらに企業にとっても，新たに生成
された商品画像はニーズ発見の一助となる可能性がある．
そこで本研究では，トピックモデルであるLatent Dirich-

let Allocation[2]（以下，LDA）と属性を考慮した画像生
成モデルである条件付き変分オートエンコーダ [3]（以下，
CVAE）を組み合わせた，商品に対する抽象的なイメージを
活用した画像生成手法を提案する．具体的には，LDAによっ
て商品説明文から抽出した潜在トピックを属性として扱い，
CVAEの条件として用いることによって，説明文に含まれ
る抽象的な情報を活用した商品画像生成を可能とする．本研
究では，生花商品および生花と食品・飲料品のセット商品を
扱う某 ECサイト（以下，ECサイト A）のデータに対し
て本提案モデルを適用し，その有効性を検証する．
2. 関連研究
2.1. Latent Dirichlet Allocation（LDA）
LDA[2] は，自然言語処理の分野で用いられるトピック
モデルの一つである．LDA では文書 d を Nd 個の単語
{wd,n}Nd

n=1 の集合として捉え，各単語 wd,n が潜在トピッ
ク zd,n に基づいて確率的に生成されると仮定している．
潜在トピック zd,nは，各文書のトピック分布 θdに従い
生成される．θdは，予め設定されたトピック数であるK次
元のパラメータ αを持つディリクレ分布に従い生成される
ものとする．また，トピック kの単語分布 ϕk は総単語数
V 次元のパラメータ βを持つディリクレ分布に従って生成
される．LDAのグラフィカルモデルを図 1に示す．

図 1: LDAのグラフィカルモデル

2.2. 条件付き変分オートエンコーダ（CVAE）
CVAE[3]は，パラメータ ϕを持つエンコーダ関数 qϕと
パラメータ θを持つデコーダ関数 pθ で構成された，深層生
成モデルの一種である．エンコーダでは，観測データ xと
属性情報 yを基に zの確率分布を推論し，その確率分布か
らサンプリングした zと属性情報をデコーダに入力すること
でデータの生成を行う．全体のモデル概要を図 2に示す．

図 2: CVAEのネットワーク構造
モデル学習時には，式 (1)に示す変分下界を最大化するよ
うにエンコーダとデコーダのパラメータが最適化される．

L(θ,ϕ;x,y) =

Eqϕ(z|y,x) [log pθ(x | y, z) + log pθ(y) + log p(z)]

− Eqϕ(z|y,x) [log qϕ(z | y,x)] (1)

CVAEのエンコーダで得られる潜在変数ベクトル zは，観
測データの属性情報に依存しない特徴となっている．そのた
め，エンコーダに入力した属性情報とは異なる属性情報をデ
コーダに入力した場合，元の特徴を維持したまま属性のみを
変更したデータを生成することができる．
3. 提案モデル
3.1. 着想
本研究で対象とする ECサイト Aの各商品には，メイン
花材や商品形態（花束，アレンジメントなど）などの属性，
商品画像，および商品説明文が設定されている．顧客は，メ
イン花材や価格帯などの条件を指定して商品の絞り込み検索
を行うことができ，絞り込んだ商品の中から商品画像や商品
説明文を参考に購入商品を決定する．実際の商品は ECサ
イト Aの加盟店によって商品画像を参考に作成されるため，
商品画像が顧客の満足度に及ぼす影響は大きいと考えられる．
また，各商品に対応する説明文には，「華やか」「人気」「安心
できるデザイン」など，主観的・抽象的な情報も含まれてい
る．これらはメイン花材や商品形態などの属性のみでは判断
できない情報であり，顧客の抽象的なニーズを表現するもの
であると言える．商品説明文が既存の商品画像の抽象的なイ
メージを正しく表現できていると仮定すれば，商品説明文か
ら抽象的な情報を含んだトピックを抽出し，そのトピックを
変更した画像を生成することで，変更元の画像を顧客ニーズ



に合致するよう更新した商品画像の生成も可能になると考え
られる．
3.2. 提案手法
本提案手法ではまず商品説明文に LDAを適用し，商品ご
とのトピック分布を推定する．そして，所属確率が最大と
なるトピックをその商品のトピック属性とみなし，CVAE

の属性情報 y として用いることで既存の商品画像とともに
CVAEを学習する．学習済みの CVAEにおいてトピック
属性を変更させることで，商品画像の特徴を保持しながらも，
イメージを変えた新たな商品画像を生成することが可能にな
る．提案モデルの概要図を図 3に示す．

図 3: 提案モデルの概要図
4. 実データ分析
本提案モデルの有効性を検証するため，ECサイト Aに
掲載されている実データを用いて画像生成の実験を行なう．
4.1. 実験条件
本実験では，200 × 200 × 3 に調整した画像特徴量を

CVAEの学習データとして用いる．データ数は 4,382枚で
あり，LDAによるトピック分析では，これらに対応する商
品説明文のうち，重複を除いた 3,196種類を用いて 6つのト
ピックを抽出した．CVAEではエポック数を 1,000，バッ
チサイズを 100とし，潜在変数の次元数は 64とした．
4.2. 実験結果
4.2.1. LDAによるトピック分析
表 1に，各トピックにおいて出現率が高い特徴的な単語，
およびそれらから推定したトピックごとの特徴を示す．

表 1: 商品説明文より得られたトピック
Topic 特徴的な出現単語 推定される特徴
1 北海道，沖縄，離島 地方名産とのセット
2 日頃，春，優しい 　生花メインのギフト
3 コース，ママ，ボディ 　母の日ギフト
4 焼，マスコット，可愛らしい 子供向けギフト
5 食，花束，ブーケ 　食品とのセット
6 ばあちゃん，世界，梅 　祖父母へのギフト

表 1より，トピックごとの特徴として，生花商品の用途
が抽出できていることがわかる．また，トピック 2および
4では，「優しい」「可愛らしい」など，見た目の印象が特徴
として現れていることがわかる．
4.2.2. CVAEによる学習結果
ある画像のトピックを変化させた生成画像を図 4に示す．
図 4から，元のトピック 1における再構成は十分に行えて
いることがわかる．また，特にトピック 2においては画像
の鮮明度がやや上がっており，画像の鮮明度はトピックを
変更した場合でもあまり劣化していないことがわかる．さら
に，トピックを変化させたときには，生花の色合いもやや変

化していることがわかる．例えば，トピック 2および 4に
おいては白の割合がやや多く，トピック 3および 6におい
ては緑の割合がやや多くなっている．

図 4: トピックの変化による生成画像の変化
5. 考察
本提案モデルでは，商品説明文に含まれる抽象的な情報を
トピックとして抽出し，そのトピックを属性としたイメージ
画像を生成した．これにより，従来のような具体的な属性で
はなく，抽象的な情報に基づいたイメージ画像生成が可能と
なったと考えられる．しかし，図 4からわかるように，ト
ピックを変更した場合も顕著な画像の変化は見られない．こ
れは，商品説明文に現れる抽象的な情報と商品画像が一意に
は紐づいていないことが原因であると考えられる．すなわち，
同じトピックに所属する説明文が与えられている商品であっ
ても商品画像は多種多様であり，それら全ての画像に共通す
る特徴量が明確には存在していないことが推察される．また，
表 1からわかるように，トピックにおける出現率の高い単語
の多くが，生花商品そのものではなくセット商品についての
単語であることも原因であると考えられる．したがって，ト
ピック抽出方法の改良や，生花のみの商品とセット商品とを
区別した学習により，生成画像の違いがより明確になる可能
性がある．
6. まとめと今後の課題
本研究では，LDAと CVAEを組み合わせた，商品の抽
象的な特徴を利用した画像生成モデルを提案した．提案モデ
ルを ECサイト Aの実データに適用したところ，抽象的な
情報の変化に基づいて商品画像を生成することができた．
今後の課題としては，トピックの抽出方法の改良などによ
る生成画像の鮮明化や，他の実データへの適用などが挙げら
れる．
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